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OSCEを終えて
臨床研修医（2年次）　木下　麻莉子

2017年1月28日(土)朝9時より院内の内科外来に
てOSCE(客観的臨床能力試験)が行われました。指
導医の先生方に心肺蘇生、外科処置、胸部Xp、心電
図、身体診察の5項目に対し評価して頂きました。

普段通りにやるだけと思いながら試験に臨みました
が、意外と緊張し、最初の縫合でかなり手が震え冷や
汗をかきました。その後も緊張は取れませんでしたが、
なんとか全ての試験を終えました。

今回のOSCEを振り返って、研修医も終わりに近づ
き客観的に指導して頂く機会が減っていた中で、試験
として評価して頂くことで、まだまだ自分の出来ていない

点やもっと勉強しなければならないことに改めて気付くこ
とができました。前日の一夜漬けが功を奏し、今回の
OSCEで私を含め追試となった同期はいませんでした
が、それぞれの課題に対し今後も頑張りたいと思います。

最後となりましたが、朝早くから私たちのためにご協力
頂いた指導医の先生方、教育センターの皆様、１年目研
修医の後輩たちにこの場をお借りしてお礼申し上げま
す。誠にありがとうございました。研修医生活も残り2ヶ
月となりましたが、今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますよう、
よろしくお願い致します。

九州診療看護師(NP)研究会の設立の経緯と第1回学術集会・総会の報告
九州診療看護師(NP)研究会会長　長崎医療センター　脳神経外科　JNP　本田　和也

はじめに、国は、2025年に向けた医療提供体制の
改革の一つに「チーム医療推進」を掲げ、その具体的
方策として、看護師の役割拡大を検討してきました。そ
して、2015年10月より「特定行為に係わる看護師の
研修制度（以下、特定行為研修）」がスタートしました。
我が国の看護師の業務拡大に関しては、「特定行為
研修」の法制化に先だって2008年4月より診療看護
師(以下、NP: Nurse Practitioner)の養成教育とし
て、大分県立看護科学大学大学院修士課程において
すでに開始されていました。今では修士課程でNP養
成教育を行っている大学院は7大学まで増え、一般社
団法人日本NP教育大学院協議会の実施するNP資
格試験合格者は全国で249名（平成27年度）存在す
るまでに至っています。看護師の業務拡大が法制化さ
れたいま、特定行為研修修了者およびNPは今後増
えていくことが予測され、それらの臨床での活動、成果
が注目されています。長崎県では2014年から年１回、

「長崎JNP研究会」を開催してきた経緯があり、この
度、長崎医療センターのNPがリーダーシップをとり九
州地方のNPやその関係者が一丸となる組織構築を
進めてきました。そして、2016年12月１日「九州診療
看護師(NP)研究会」の設立にいたりました。

記念すべき九州診療看護師(NP)研究会　第1回
学術集会・総会は、2017年2月4日（土）、地域医療
研修センター（長崎医療センター敷地内）にて開催い
たしました。学術集会のテーマは、患者・家族、医療
従事者との「つながり」やこれからNPの役割、成果を

「つくる」「つたえる」といった思いを込め「診療看護師
(NP)がつなぐ人と未来」としました。九州地方、遠くは
関東地方からNPだけでなく医師、看護師、その他コメ
ディカル含め約90名ご参加いただきました。

特別講演では、米倉正大先生(長崎県病院企業団 
企業長)に「長崎県における診療看護師(NP)への期
待」と題し、留学時（米国）に経験したNPとの関わりや
管理者として考えるNPへの思い、課題についてご講演
いただきました。また、一般講演では、米城和美先生（長
崎県壱岐病院 看護部長）、中道親昭先生（長崎医療
センター 救命救急センター長）より管理、指導者の視点
からNPに対する評価、展望についてご講演いただきま
した。また、庄山由美先生（長崎県壱岐病院 NP）、岩
崎伊代先生（熊本医療センター NP）からは臨床での
実践内容、熊本地震での経験などご講演いただきまし
た。先生方のご講演は学術集会終了後、多くの方 よ々
り「大変勉強になった」「NPの活動の実際、役割を知っ
て応援したくなった」「NPがチームにいれば臨床の現場
は大きく変わる」など有り難いお言葉をいただきました。
私自身も大変興味深い内容ばかりで、大いに勉強させ
ていただきました。

最後に、NP主体となった研究会、学術集会・総会
の運営は全国でも初めての試みであり、至らぬ点が多々
あったかと存じますが、多くの方々のご支援・ご協力を
賜り、予想以上の大成功をおさめ幕を閉じることができ
ました。この場をかりて心より厚く御礼申し上げます。ま
た、関係者の皆様におかれましては、今後ともご指導ご
鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

学術集会・総会の準備・運営にあたった診療看護師(NP)の
メンバーとともに （執筆者：右から3番目）講演の様子
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